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move their line o i sight, ana thereiore, the time until comirmation of the displayed image can b e shortened. I n addition,
an obstacle i n the image displayed by the display means i s positioned i n the same direction as said display means, so the
driver i s able to intuitively grasp the direction i n which said obstacle i s present.

（57）要 約 ：車 外 画 像 か ら 1 又 は 2 以 上 の 障 害 物 を 認 識 し、 当 該 障 害 物 の 認 識 の 結 果 を 示 す 障 害 物 情

報 を 生 成 し、 車 内 画 像 か ら 運 転 者 の 視 線 の 方 向 を 表 す 視 線 情 報 を 生 成 し、 障 害 物 情 報 と 視 線 情 報 と
に 基 づ い て 、 複 数 の 表 示 手 段 の 各 々 に お け る 表 示 に 関 す る 決 定 を 行 う。 認 識 さ れ た 障 害 物 の 各 々 を
含 む 画 像 を 、 運 転 者 に と っ て 当 該 障 害 物 の 方 向 又 は そ れ に 近 い 方 向 に あ る表 示 手 段 に 表 示 さ せ る。
車 両 の 周 囲 の あ る 方 向 を 視 認 して い る 運 転 者 が 、 同 じ方 向 を 撮 像 す る こ と で 得 ら れ た 画 像 を 視 認 す
る た め に、 視 線 を 移 動 さ せ る 必 要 が な い の で 、 表 示 さ れ た 画 像 の 確 認 ま で の 時 間 を 短 く す る こ と が
で き る。 ま た 、 表 示 手 段 に 表 示 さ れ て い る 画 像 中 の 障 害 物 が 、 当 該 表 示 手 段 と 同 じ方 向 に 位 置 して い
る の で 、 運 転 者 は 、 当該 障 害 物 が 存 在 す る方 向 を 直 感 的 に把 握 す る こ とが で き る。
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明 細 書

発明の名称 ：

情報提示装置及び情報提示制御方法、並びにプログラム及び記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、情報提示装置及び情報提示制御方法、並びにプログラム及び記

録媒体に関する。

背景技術

[0002] 車両の周囲を撮像することで得 られた画像 を、車両内の表示手段で表示す

ることで、運転支援 を行 う装置が知 られている。特許文献 1 には、運転者の

視線に基づき、運転者が注視 している対象を特定 し、特定された注視対象に

応 じて表示される情報の種類 を切 り替える表示装置が開示されている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 : 特開 2 0 0 8 - 1 3 0 7 0 号公報 （段落 0 0 2 1 、 0 0 2 2 ）

発明の概要

発明が解決 しようとする課題

[0004] 特許文献 1 の装置では、運転者が表示情報 を確認するには、注視対象か ら

表示手段に視線を移動 させなければな らず、注視対象 と表示手段 とが異なる

方向にある場合 に、表示情報の確認 までに時間を要するという課題があった

課題を解決するための手段

[0005] 本発明の情報提示装置は、

車両の周辺を撮像 し、車外画像 を生成する車外撮像部 と、

前記車両の内部 を撮像 し、車内画像 を生成する車内撮像部 と、

複数の表示手段を有する表示装置 と、

前記車外画像か ら 1 又は 2 以上の障害物 を認識 し、当該障害物の認識の結
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果 を示 す 障 害 物 情 報 を生 成 し、 前 記 車 内画 像 か ら運 転 者 の視 線 の 方 向 を表 す

視 線 情 報 を生 成 し、 前 記 障 害 物 情 報 と前 記 視 線 情 報 と に基 づ い て、 前 記 複 数

の表 示 手 段 の各 々 に お け る表 示 に関 す る決 定 を行 い、 該 決 定 に基 づ い て前 記

複 数 に表 示 手 段 の各 々 に お け る表 示 を制 御 す る情 報 提 示 制 御 装 置 と を備 え、

前 記 表 示 に関 す る決 定 は、 前 記 複 数 の表 示 手 段 の各 々 に お け る、 前 記 車 外

画 像 の表 示 が 必 要 か 否 か の 決 定 、 及 び 前 記 車 外 画 像 中 の各 障 害 物 に対 す る強

調 処 理 に関 す る決 定 を含 み 、

前 記 強 調 処 理 に関 す る決 定 は、 強 調 が 必 要 か 否 か の 決 定 及 び 強 調 の レベ ル

の 決 定 を含 み 、

前 記 情 報 提 示 制 御 装 置 は、 認 識 さ れ た 1 又 は 2 以 上 の 障 害 物 の各 々 を含 む

画 像 を、 前 記 複 数 の表 示 手 段 の うち、 運 転 者 に と って 当該 障 害 物 の 方 向 又 は

そ れ に近 い方 向 に あ る表 示 手 段 に表 示 させ る

こ と を特 徴 とす る。

発 明 の効 果

［0006］ 本 発 明 に よ れ ば、 認 識 さ れ た 1 又 は 2 以 上 の 障 害 物 の各 々 を含 む 画 像 を、

前 記 複 数 の表 示 手 段 の うち、 運 転 者 に と って 当該 障 害 物 の 方 向 又 は そ れ に近

い方 向 に あ る表 示 手 段 に表 示 させ る の で、 車 両 の 周 囲 の あ る方 向 を視 認 して

い る運 転 者 が、 同 じ方 向 を撮 像 す る こ とで得 られ た 画 像 を視 認 す る た め に、

視 線 を移 動 させ る必 要 が な い の で、 表 示 さ れ た 画 像 の確 認 まで の 時 間 を短 く

す る こ とが で き る。

図面 の簡 単 な説 明

［0007］ ［図 1］本 発 明 の 実 施 の形 態 1 の情 報 提 示 装 置 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 2］情 報 提 示 装 置 が搭 載 さ れ た 車 両 を示 す概 略 図 で あ る。

［図 3］左 表 示 器 及 び 右 表 示 器 の 位 置 関 係 を示 す 図 で あ る。

［図 4］車 外 撮 像 部 を構 成 す る広 角 カ メ ラ の撮 像 範 囲 と運 転 者 の視 野 を示 す 図 で

あ る。

［図 5］図 1 の情 報 提 示 制 御 装 置 の構 成 例 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 6］左 表 示 器 及 び 右 表 示 器 で表 示 さ れ る画 像 の視 野 角 を示 す 図 で あ る。



界 〇 2020/152737 3 卩（：171? 2019 /001628

［図 7］撮 像 画 像 中 で検 出 さ れ る障 害 物 、 及 び 当該 障 害 物 を 内包 す る矩 形 の領 域

の 一 例 を示 す 図 で あ る。

［図 8］実 施 の形 態 1 の 強 調 判 定 部 に よ る、 左 表 示 器 に お け る表 示 に関 す る決 定

の 方 法 の _ 例 を示 す表 で あ る。

［図 9］表 示 装 置 の 変 形 例 を示 す概 略 図 で あ る。

［図 10］本 発 明 の 実 施 の形 態 2 の情 報 提 示 装 置 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 11］図 1 0 の 情 報 提 示 制 御 装 置 の構 成 例 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 12］本 発 明 の 実 施 の形 態 3 で 用 い られ る情 報 提 示 制 御 装 置 の構 成 例 を示 す

ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 13］実 施 の形 態 3 の 強 調 判 定 部 に よ る、 左 表 示 器 に お け る表 示 に関 す る決

定 の 方 法 の 一 例 を示 す表 で あ る。

［図 14］狭 い道 路 を走 行 中 の 車 両 を示 す概 略 図 で あ る。

［図 15］本 発 明 の 実 施 の形 態 4 の情 報 提 示 装 置 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 16］図 1 5 の 情 報 提 示 制 御 装 置 の構 成 例 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

［図 17］本 発 明 の 実 施 の形 態 5 で 用 い られ る情 報 提 示 制 御 装 置 を示 す ブ ロ ック

図 で あ る。

［図 18］ ( 3 ) 及 び ( 匕) は、 障 害 物 の 危 険 度 の 判 定 方 法 の 一 例 を示 す 図 で あ

る。

［図 19］実 施 の形 態 5 の 強 調 判 定 部 に よ る、 左 表 示 器 に お け る表 示 に関 す る決

定 の 方 法 の 一 例 を示 す表 で あ る。

［図 20］車 外 撮 像 部 の カ メ ラ の 配 置 の 変 形 例 を示 す 図 で あ る。

［図 2 1］車 外 撮 像 部 の カ メ ラ の 配 置 の 変 形 例 を示 す 図 で あ る。

［図 22］車 外 撮 像 部 の カ メ ラ の 配 置 の 変 形 例 を示 す 図 で あ る。

［図 23］実 施 の形 態 1 〜 5 で 用 い られ る情 報 提 示 制 御 装 置 の 諸 機 能 を実 現 す る

1 つ の プ ロセ ッサ を備 え た コ ン ビユー タ の構 成 例 を示 す ブ ロ ック 図 で あ る。

発 明 を実 施 す るた め の形 態

［0008］ 以 下 、 添 付 の 図 面 を参 照 して 本 発 明 の 実 施 の形 態 を説 明 す る。

［0009］ 実 施 の形 態 1 .
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図 1 は、本発 明の実施 の形態 1 の情報提示装置 1 の構成例 を示 す ブロック

図であ る。

図示 の情報提示装置 1 は、例 えば図 2 に示 され るよ うに、車両 1 0 2 に搭

載 され るものであ り、車外撮像部 2 と、車 内撮像部 3 と、情報提示制御装置

4 と、表示装置 5 とを有 す る。

[001 0] 表 示装置 5 は、左表示手段 と しての左表示器 5 !_ と、右表示手段 と しての

右表示器 5 とを含 む。例 えば、 図 3 に示 す よ うに、車両 の右側 にあ る運転

席 に、前方 ド㈧を向いて着座 している運転者 I Iの視 点 I I 6 か ら見て、左表示

器 5 _ は左側 に配置 されてお り、右表示器 5 は右側 に配置 されている。

[001 1] 車 外撮像部 2 は、車両 1 0 2 の周辺 を撮像 し、車外画像 口 3 を生成 して出

力す る。

車外撮像部 2 は、 図 4 に示 され る広角 カメラ 2 3 を含 む。 広角 カメラ 2 3

は、車両 1 0 2 に取 り付 け られ、車外 を撮像 す る。 広角 カメラ 2 3 は例 えば

車両 1 0 2 の前端部 1 0 4 に設置 されている。 図示 の例 では、 広角 カメラ 2

3 は車両 の幅方 向の中央部 に設 け られている。

広角 カメラ 2 3 の水平方 向の視野角 0 3 が 1 8 0 度 以上 であ るのが望 ま し

い。

[001 2] 図 4 では、車両 1 0 2 が、狭 くて両側 に視界 を遮 る側壁 な どの建造物 1 1

4 等 があ る道路 1 1 2 か ら交差 点 1 1 6 に進入 しよ うと している。 この場合

、運転者 リに とって、視 点 I I 6 と、建造物 1 1 4 の突端部 1 1 4 3 、 1 1 4

匕とを結ぶ 直線 I I V [J v b の集合 で画定 され る視認可能範 囲の外側 に位

置 す る範 囲 《 し、 が見 えない又 は見 えに くい範 囲であ る。 ここで、 「見

えに くい範 囲」 とは、運転者 が大 き く姿勢 を変 えるな ど しない と見 えない範

囲であ る。 見 えに くい範 囲は、通 常の姿勢 では見 えない範 囲であ るので、 そ

の意味で見 えない範 囲、或 いは死角の範 囲であ る とも言 える。

[001 3] カ メラ 2 8 の視 野角 0 8 には、上記 の見 えない又 は見 えに くい範 囲 《 _ 、

の少な くとも一部 が含 まれ る。従 って、 カメラ 2 8 による撮像画像 は、

上記 の見 えない又 は見 えに くい範 囲の障害物 が含 まれ る。
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[0014] 上記 の例 は、交差 点 に進入す る場合 であ るが、建物 内の駐車場 か ら道路 に

進入す る場合 にも同様 の問題 があ る。

[001 5] 車 内撮像部 3 は、車両 の内部、特 に運転者 の顔及び その周辺 を撮像 して、

車 内画像 口 匕を生成 して出力す る。

[001 6] 車 内撮像部 3 は、運転者 の顔及び その周辺 を撮像可能 な よ うに設置 された

カメラ （図示 しない） を含 む。

カメラ と して、車両 の内部 が暗 くて も撮像 が可能 な よ うに、 赤外線 セ ンサ

を備 えた もの を用 いて も良 い。 赤外線 セ ンサ とともに赤外線照射器 をさ らに

備 えた もの を用 いて も良 い。

[001 7] 情報提示制御装置 4 は、車外画像 口 3 及び車 内画像 0 13 に基 づいて、表示

装置 5 での画像 の表示 を制御 す る。

[001 8] 情報提示制御装置 4 は、例 えば、 図 5 に示 す よ うに、画像補 正部 4 1 と、

画像認識部 4 2 と、視線情報取得部 4 3 と、強調判定部 4 4 と、表示制御部

4 5 とを有 す る。

[001 9] 画像補 正部 4 1 は、車外撮像部 2 か ら入力 された車外画像 0 3 か ら、左画

像 と右画像 とを抽 出 し、抽 出された画像 に対 して歪補 正 を行 って、左補 正画

像 ド !_ 及び右補 正画像 ド と して出力す る。

[0020] 左 画像及び右画像 はそれぞれ例 えば図 6 における視野角 /3 _ 及び /3 の画

像 であ る。

視野角 /3 しは、 正面方 向 よ りも左 向 きの方 向 を中心 とす る角度範 囲であ る

視野角 /3 は、 正面方 向 よ りも右 向 きの方 向 を中心 とす る角度範 囲であ る

視野角 /3 しには、 見 えない又 は見 えに くい範 囲 《 _ の少な くとも一部 が含

まれ、視野角 /3 には、 見 えない又 は見 えに くい範 囲 《 の少な くとも一部

が含 まれ る。

[0021 ] 左 画像及び右画像 は、 広角 レンズでの撮像 で得 られた画像 であ るので、歪

みがあ って、 人 には見 に くく、 また画像認識部 4 2 による画像認識処理 が し
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に くい。そ こで、 この歪みを除いて、見やすい画像 にするのが歪補正である

[0022] 画像認識部 4 2 は、左補正画像 ド 1_ 及び右補正画像 ド の各 々につ き画像

認識 を行い、画像 中の 1 又は 2 以上の障害物 を認識 し、障害物認識結果 を示

す障害物情報 を生成 して出力する。画像認識 には公知の種 々のアル ゴ リズム

を用いることがで きる。

ここでいう障害物 は、運転上衝突を避 ける必要のある他 の車両、歩行者な

どである。車両 には自動車及び 自転車が含 まれる。

他 の車両 との区別のため情報提示装置 1 が搭載 されている車両 1 0 2 を 「

自車両」 と言 うことがある。

[0023] 障害物情報 には、各障害物の種類 を示す情報、 当該障害物の画像 内におけ

る位置 を示す情報、及び当該障害物の画像 内におけるサイズを示す情報が含

まれる。

[0024] 画像 内における障害物の位置は、図 7 に示すように、画像の基準点、例 え

ば、左上隅を原点 とする、障害物の代表点の位置の二次元座標 （ズ，7 ）で表

される。 ここで言 う代表点は、例 えば障害物 を内包する矩形の領域の左上隅

である。

[0025] 各 障害物 を内包する矩形の領域 は、画像 中における当該障害物の最 も下に

位置する点を通過する水平方向の線分、最 も上 に位置する点を通過する水平

方向の線分、最 も左 に位置する点を通過する垂直方向の線分、及び最 も右 に

位置する点を通過する垂直方向の線分 を辺 とする矩形の領域である。

例 えば、図 7 に示すように、画像 中に障害物 巳」を認識 した場合、それを

内包する矩形の領域 巳 を検 出する。

[0026] 障害物のサイズを示す情報 は、矩形の領域 巳 の幅 西及び高さ I を示す情

報であ っても良い。代わ りに、矩形の領域 巳 の左上隅の座標及び右下隅の

座標 を、サイズを示す情報 と して用いても良い。

[0027] 視線情報取得部 4 3 は、車内画像 ロヒに対 して顔検 出及び顔特徴検 出を行

い、視線の方向を検 出 し、視線の方向を示す視線情報 を生成 して出力する。
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顔検 出、顔特徴検 出、及び これ らの検 出結果 に基 づ く視線の方向の検 出には

、公知の種 々の方法 を用いることがで きる。

[0028] 強調判定部 4 4 は、画像認識部 4 2 か らの障害物情報 と、視線情報取得部

4 3 か らの視線情報 とに基 づいて、左表示器 5 1_ 及び右表示器 5 の各 々に

おける表示 に関する決定 を行 う。

表示 に関する決定は、表示が必要か否かの決定、及び強調処理 に関する決

定 を含む。強調処理 に関する決定は、強調処理 が必要か否かの決定及び強調

レベ ル の決定 を含む。

[0029] 強調処理 は、画像 中の障害物 が 目立つようにする処理 である。強調処理 の

方法 と しては、例 えば以下の方法のいずれを用いて も良い。

（3 1 ） 障害物 を目立つ色の線で囲む。

（3 2 ） 障害物 を囲む枠線 を点滅 させ る。

（3 3 ） 障害物周辺の輝度 を上 げる。

（3 4 ） 障害物以外の画像 をぼかす、消す、輝度 を下 げる。

[0030] 本実施 の形態では、強調処理 は異 なる レベルで行われる。

強調 レベル をよ り高 くする方法 と しては、以下の方法 を用い得 る。

（匕 1 ） 強調 が方法 （3 1 ）で行われる場合、枠線の色 をよ り目立つ もの

にする。

例 えば、赤色 はオ レンジ色 よ りもよ り目立つ色 と して用いることがで きる

（匕2 ） 強調 が方法 （3 2 ）で行われる場合、枠線の点滅の周期 を短 くす

る。

（匕3 ） 強調 が方法 （3 3 ）で行われる場合、障害物周辺の輝度 をよ り高

くする。

（匕4 ） 強調 が方法 （3 4 ）で行われる場合、画像 をぼやかす、消す、輝

度 を下 げる程度 をよ り大 き くする。

[0031 ] また、方法 （3 1 ）〜 （3 4 ）の うちいずれかをある レベルの強調処理 と

して用い、別 の ものをそれ とは異 なる レベルの強調処理 で用いることと して
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も良い。

[0032] 上記のように、強調判定部 4 4 が行 う表示 に関する決定には、表示器の各

々における表示が必要か否かの決定及び強調 レベルの決定が含 まれる。

図 8 は、左表示器 5 1_ における表示 に関する決定の方法 (決定規則 ) の一

例 を示す。

[0033] 図 8 において、条件 1 八〜 1 0 は、左補正画像 ド !_ 内に障害物があるか否

かの判定の結果 と視線が左向 きであるか否か判定の結果の組合せ、即ち全部

で 4 つの場合 に対応する。図 8 には、それぞれの場合 における左表示器 5 !_

における表示の要否、及び強調 レベルが示 されている。

[0034] 条件 1 六では、左側 に障害物がな く、運転者の視線は左側 に向け られてい

ない。条件 1 六が満たされた場合 には、表示は不要 と判断する。 この結果、

左表示器 5 !_ では、画像 ド _ 又はこれを元 に して生成 された画像の表示は行

われず、或いは表示の輝度が大幅 に低 くされる。

[0035] 条件 1 巳では、左側 に障害物がな く、運転者の視線は左側 に向け られてい

る。条件 1 巳が満たされた場合 には、表示が必要 と判断する。ただ し、障害

物がないため、強調処理 は不要 と判断する。強調処理が不要であることを 「

強調 レベル 〇」で示す。

[0036] 条件 1 (3 では、左側 に障害物があ り、運転者の視線は左側 に向け られてい

ない。条件 1 <3 が満たされた場合 には、表示が必要 と判断する。 また、画像

中の障害物 に対 して強調処理が必要 と判断する。

[0037] 条件 1 0 では、左側 に障害物があ り、運転者の視線は左側 に向け られてい

る。条件 1 口が満たされた場合 には、表示が必要 と判断する。 また、画像 中

の障害物 に対 して強調処理が必要 と判断する。

[0038] 強調 の レベルは、条件 1 口の場合 よ りも条件 1 (3 の場合 によ り高 くする。

図示の例では、条件 1 口の場合 には、強調 レベル を 1 にするのに対 し、条件

1 〇の場合 には、強調 レベル を 2 に している。

これは、条件 1 口の場合 には、運転者が障害物 に気付 いている可能性が大

きいのに対 し、条件 1 <3 の場合 には、運転者が気付 いていない可能性が大 き
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いか らである。

強調 レベル をよ り高 くすることによ り、画像 中の障害物 がよ り目立つ もの

とな り、運転者 が障害物 に気付 くのを早め ることが可能 となる。

[0039] 以上、左表示器 5 1_ における表示 に関する決定 について説明 したが、右表

示器 5 における表示 に関する決定 も同様 に行 い得 る。即 ち、上記の説明中

の 「左」 を 「右」 と読み替 えれば、右表示器 5 における表示 に関する決定

に当てはまるもの となる。

[0040] 左表示器 5 1_ についての判定方法 に関 し、 「視線が左 向 きである」 と言 う

のは、視線が左 向 きである状態が連続的に維持 されている場合 に限定 されず

、短 い時間の中断 を伴 っていて も良い。例 えば、左 に向け られている状態 と

、短 い時間だけ他 の方向に向け られている状態 とが交互 に繰 り返 されていて

も良い。

[0041 ] 従 って、例 えば、左 に向け られている状態 と右 に向け られている状態が短

時間ずつ交互 に繰 り返 されている場合 には、 「左 向 きである」 とともに 「右

向 きである」 とい う判断 になる。

この場合、左表示器 5 _ 及び右表示器 5 の双方 について表示が必要 と判

断 される。

このようにするのは、短時間ずつ視線方向が切 り替わ るのは、運転者 にと

って見えない又 は見えに くい範囲が大 き く、 直視 での障害物 の有無の確認が

困難 である状況 にあると推定 されるためである。

[0042] 表示制御部 4 5 は、強調判定部 4 4 における決定の結果 に基 づいて、左表

示器 5 _ 及び右表示器 5 の各 々における表示の制御 を行な う。表示の制御

には、表示 を行 うか どうかの制御、及び強調処理 に関する制御 を含む。強調

処理 に関する制御 は、強調処理 を行 うか どうかの制御及び強調 レベルの制御

を含む。

[0043] 強調判定部 4 4 で、左表示器 5 !_ に関 して表示が必要 と判断 された ときは

、表示制御部 4 5 は、左表示器 5 !_ に画像 の表示 を行わせ る。 その場合、左

補正画像 ド !_ に対 して、強調判定部 4 4 で決定 された強調 レベル に応 じた強
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調 処 理 を施 して 左 提 示 画 像 1_ を 生 成 して 、 左 表 示 器 5 1_ に供 給 して 表 示 を

行 わ せ る。

強 調 判 定 部 4 4 で 、 左 表 示 器 5 1_ に お け る表 示 が 不 要 と判 断 さ れ た と き は

、 表 示 制 御 部 4 5 は 、 左 表 示 器 5 1_ に お け る画 像 の 表 示 を行 わ せ ず 、 又 は表

示 輝 度 を 大 幅 に小 さ くす る。

［0044］ 強 調 判 定 部 4 4 で 、 右 表 示 器 5 に 関 して 表 示 が 必 要 と判 断 さ れ た と き は

、 表 示 制 御 部 4 5 は 、 右 表 示 器 5 に 画 像 の 表 示 を行 わ せ る。 そ の 場 合 、 右

補 正 画 像 ド に対 して 、 強 調 判 定 部 4 4 で 決 定 さ れ た 強 調 レベ ル に 応 じた 強

調 処 理 を施 して 右 提 示 画 像 を 生 成 して 、 右 表 示 器 5 に 供 給 して 表 示 を

行 わ せ る。

強 調 判 定 部 4 4 で 、 右 表 示 器 5 に お け る表 示 が 不 要 と判 断 さ れ た と き は

、 表 示 制 御 部 4 5 は 、 右 表 示 器 5 に お け る画 像 の 表 示 を行 わ せ ず 、 又 は表

示 輝 度 を 大 幅 に小 さ くす る。

［0045］ 画 像 ド 1_ 、 ド ［¾ 、 !_ 、 は い ず れ も撮 像 で 得 られ た 画 像 で あ る の で 、

これ らを単 に撮 像 画 像 と呼 ぶ こ とが あ る。

［0046］ 左 表 示 器 5 1_ で 左 提 示 画 像 !_ が 表 示 さ れ る場 合 、 左 方 向 の 撮 像 画 像 （例

え ば、 視 野 角 /3 1- の 画 像 ） が 表 示 さ れ る の で 、 左 方 向 に あ る 障 害 物 の 画 像 を

左 表 示 器 5 1_ 上 で 認 識 す る こ とが で き る。 即 ち 、 障 害 物 が 運 転 者 に と って 見

え な い 方 向 又 は 見 え に くい 方 向 、 即 ち 範 囲 《 1- に あ って も、 当 該 障 害 物 を表

示 画 像 で 認 識 す る こ とが で き る。

同様 に、 右 表 示 器 5 で 右 提 示 画 像 が 表 示 さ れ る場 合 、 右 方 向 の 撮 像

画 像 （例 え ば、 視 野 角 /3 の 画 像 ） が 表 示 さ れ る の で 、 右 方 向 に あ る 障 害 物

の 画 像 を右 表 示 器 5 上 で 認 識 す る こ とが で き る。 即 ち 、 障 害 物 が 運 転 者 に

と って 見 え な い 方 向 又 は 見 え に くい 方 向 、 即 ち 範 囲 に あ って も、 当 該 障

害 物 を表 示 画 像 で 認 識 す る こ とが で き る。

［0047］ 上 記 の 説 明 に お け る表 示 に 関 す る決 定 は、 撮 像 画 像 、 即 ち 、 車 外 撮 像 部 2

に よ る撮 像 で 得 られ た 画 像 の 表 示 に 関 す る決 定 で あ る。 即 ち 、 表 示 が 不 要 と

判 定 した と き に は、 表 示 を行 わ ず 、 又 は表 示 の 輝 度 を 大 幅 に低 くす る。
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ここで、表示 を行わない とは、撮像画像 の表示 を行わない とい う意味であ

り、撮像画像、即 ち車外撮像部 2 による撮像 で得 られた画像 の表示 を行わな

い ときには、他 の画像 を表示することと して も良い。

[0048] 上記の図 3 では、車両 1 0 2 が右ハ ン ドル車であ り、運転者 の視点 I I 6 の

位置が車両 1 0 2 の右側 にある場合 を示す。車両 1 0 2 は左ハ ン ドル車であ

る場合 には、運転者 の視点 リ 6 が車両 1 0 2 の左側 にあるが、上記の同様 の

制御 を行ない得 る。

[0049] 上記の例 では、表示装置 5 が左表示器 5 !_ 及び右表示器 5 を備 えている

。代わ りに表示装置 と して、 図 9 に示すように 1 枚 の横長の表示面 5 1 を有

し、表示面 5 1 内の左側 の表示領域 5 2 !_ と右側 の表示領域 5 2 に別個 の

画像 を表示 し得 るものを用いて も良い。

この場合 は、左側 の表示領域 5 2 !_ が左表示手段 を構成 し、右側 の表示領

域 5 2 が右表示手段 を構成 する。

[0050] 上記の例 では、画像補正部 4 1 が、車外撮像部 2 か ら入力 された車外画像

口 3 か ら、左画像 と右画像 とを抽 出 し、抽 出された画像 に対 して歪補正 を行

って、左補正画像 ド !_ 及び右補正画像 ド と して出力する。

カメラ 2 3 の機種 によっては、左画像及び右画像 を抽 出 し、歪補正 を行 っ

た後 の画像 を出力する場合 もある。 その場合、画像補正部 4 1 における抽 出

処理及び歪補正処理 は省略可能である。即 ち、画像補正部 4 1 を省略 して も

良い。

[0051 ] 上記の例 では、表示装置が左表示手段及び右表示手段 を有 するが、表示装

置 5 が 3 個以上の表示手段 を有 していて も良い。

[0052] 上記 した実施 の形態 1 によれば、各障害物 を含む画像 を、 当該障害物 の方

向又 は これに近 い方向にある表示手段 に表示 させ るので、運転者 にとって 自

然な動作で、障害物 の画像 を視認することがで きる。即 ち、車両 1 0 2 の周

囲のある方向を視認 している運転者 が、 同 じ方向を撮像 することで得 られた

画像 を視認するには、視線 を移動 させ る必要がないので、画像 の確認 までに

時間を短 くすることがで きる。
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[0053] また、表示手段 に表示 されている画像 中の障害物が、 当該表示手段 と同 じ

方向に位置 しているので、運転者 は、 当該障害物が存在する方向を直感的に

把握することがで きる。

[0054] また、運転者の視線の方向に応 じて、各表示手段での画像の表示が必要か

否かの決定を行な うので、必要であるときは、障害物の表示 を行 って注意喚

起 を行い、不要であるときは表示 を行わず又は表示輝度 を下げることで不要

な注意喚起 を しないようにすることがで きる。

[0055] さ らに、運転者の視線の方向に応 じて、表示手段 に表示 される画像 中の障

害物 に対する強調の制御 を行な うので、必要の度合 いに応 じて強調の レベル

を適切 に変えることがで きる。例 えば、運転者の視線が障害物 とは異なる方

向に向け られている場合、強調表示 を行 うことで障害物 に対する注意 を喚起

し、障害物 を認識 させやす くすることがで きる。一方、運転者の視線が障害

物の方向に向け られている場合、強調表示 を行わず、或いは強調の レベル を

よ り低 くすることで、画像が過度 に目立つ ことがないようにすることがで き

る。

[0056] 実施 の形態 2 .

図 1 0 は、本発明の実施の形態 2 の情報提示装置 1 3 の構成例 を示すブロ

ック図である。

図示の情報提示装置 1 3 は、図 1 の情報提示装置 1 と概 して同 じであるが

、音声出力装置 6 と、表示灯 7 とが付加 されてお り、情報提示制御装置 4 の

代わ りに、情報提示制御装置 4 3 を備 えている。

[0057] 音声出力装置 6 は、 1 又は 2 以上のス ピーカを含む。

表示灯 7 は、例 えば、 1 又は 2 以上の表示素子で構成 されている。各表示

素子は !_ 巳0 で構成 されていても良い。

表示灯 7 は、例 えばダ ッシュボー ド上 に設 け られていても良 く、 八ピラー

（前方の ピラー）に設 け られていても良い。

[0058] 図 1 1 は、図 1 0 の情報提示制御装置 4 8 を示す。図示の情報提示制御装

置 4 3 は、図 5 の情報提示制御装置 4 と概 して同 じであるが、音声出力制御
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部 4 6 と、表示灯制御部 4 7 とが付加 されてお り、強調判定部 4 4 の代わ り

に強調判定部 4 4 3 が設 け られている。

[0059] 強調判定部 4 4 3 は、実施 の形態 1 の強調判定部 4 4 と同様 に、表示 に関

する決定 を行 うとともに、表示 に関する決定 に準 じて、音声出力及び表示灯

制御 に関する決定 を行 う。

[0060] 例 えば、左表示器 5 !_ 及び右表示器 5 の少な くとも一方 における画像 の

表示 に関 して、表示が必要であ り、強調 が必要であ り、強調 レベルが予め定

め られた値以上 とすべ きであると決定 した場合 に、音声出力及び表示灯 によ

る注意喚起 が必要 と決定する。

強調 レベル についての上記の予め定め られた値 は、表示 に関する決定で用

い られる レベルの うち最 も高い値 であ って も良い。例 えば、 図 8 に示 される

例 では強調 レベル 2 が最 も高い値 である。

上記の予め定め られた値 と し強調 レベ ル 2 を用いる場合、左表示器 5 _ に

ついて、 図 8 の条件 1 <3 が満たされた場合又 は右表示器 5 に同様 の条件 が

満たされた場合 に、注意喚起 が必要 と決定することになる。

[0061 ] 音声出力制御部 4 6 は、強調判定部 4 4 3 における決定 に従 って、音声出

力装置 6 に注意喚起 のための音声 を出力 させ る。具体的には、音声制御信号

3 3 を音声出力装置 6 に供給 して音声 を出力 させ る。

この音声は、警報音であ って も良 く、音声 メ ッセージであ って も良い。

[0062] 例 えば、左表示器 5 !_ に関 し、 図 8 の条件 1 0 が満たされた場合、又 は右

表示器 5 に関 し、 図 8 の条件 1 (3 と同様 の条件 が満たされた場合 に、音声

を出力 させて も良い。

左表示器 5 !_ に関 し、 図 8 の条件 1 (3 が満たされた場合 には、 「左側 の車

にご注意下 さい」 と言 ったメ ッセージを出力 させて も良い。右表示器 5 に

関 し、 図 8 の条件 1 (3 と同様 の条件 が満たされた場合 には、 「右側 の車 にご

注意下 さい」 と言 ったメ ッセージを出力 させて も良い。

[0063] 表示灯制御部 4 7 は、強調判定部 4 4 3 における決定 に従 って、表示灯 7

に注意喚起 のための点灯、或 いは点滅 を行わせ る。具体的には、表示灯駆動
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信号 3 匕を表示灯 7 に供給 して点灯又は点滅 を行わせ る。

[0064] なお、音声出力装置 6 と して複数のス ピーカを含むものを用いて、障害物

のある方向か ら音声が聞 こえるようにする制御 を行な っても良い。 このよう

な制御 は例 えば音像制御 によって実現 し得 る。

[0065] また、表示灯 7 を線状 に配置 された複数の表示素子の列で構成 し、該列の

—端か ら他端 に順 に点滅 させ ることで、注意 を向けるべ き方向を示す ことと

しても良い。例 えば、複数の表示素子の列を、水平方向に延び る列 と してお

き、運転者の視線 を左 に誘導 したいときは、右端か ら左端 に順次点滅 させ、

運転者の視線 を右 に誘導 したいときは、左端か ら右端 に順次点滅 させ ること

と しても良い。

[0066] 実施 の形態 3 .

本発明の実施の形態 3 の情報提示装置の全体的構成 は、実施の形態 1 に関

し、図 1 を参照 して説明 したの と同様である。図 1 2 は、実施の形態 3 の情

報提示装置で用い られる情報提示制御装置 4 ヒの構成例 を示すブロック図で

ある。

[0067] 図示の情報提示制御装置 4 ヒは、図 5 の情報提示制御装置 4 と概 して同 じ

であるが、図 5 の画像認識部 4 2 及び強調判定部 4 4 の代わ りに、画像認識

部 4 2 13 及び強調判定部 4 4 が設 け られている。

[0068] 画像認識部 4 2 匕は、図 4 の画像認識部 4 2 と同様 に、障害物 についての

認識 を行 うだけでな く、 自車両の周辺の状況 に対する認識 をも行い、認識結

果 を示す周辺状況情報 を生成 して出力する。 自車両の周辺の状況 に対する認

識 には、例 えば自車両が交差点の付近 にいるか否かについての判定結果が含

まれる。

[0069] 自車両の周辺の状況の認識 には公知の種 々のアル ゴ リズムを用い得 る。

自車両が交差点の付近 にいるか否かについては、画像 中の信号機、道路標

識、路面標示等 に基づいて判断を行な っても良い。

[0070] 強調判定部 4 4 13 は、障害物情報及び視線情報のみな らず、周辺状況情報

をも用いて表示 に関する決定を行な う。
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[0071 ] 例 えば、 自車両が交差点の付近 にいないと判断 した ときは、撮像画像の表

示は不要 と判断する。

自車両が交差点の付近 にいる判断 した ときには、図 8 と同様 に、障害物情

報及び視線情報 に基づいて表示 に関する決定を行 う。

[0072] 図 1 3 は、実施の形態 3 における、左表示器 5 !_ における表示 に関する決

定の方法 （決定規則）の一例 を示す。

[0073] 条件 3 六では、 自車両が交差点の付近 にいない。条件 3 六が満たされた場

合 には、表示は不要 と判断する。即ち、 自車両が交差点の付近 にいない場合

には、障害物の有無及び視線の方向に関わ らず、左表示器 5 !_ における表示

は不要 と判断する。

[0074] 条件 3 巳〜 3 日は、 自車両が交差点の付近 にいる場合である。

条件 3 巳〜 3 日は、 自車両が交差点の付近 にいるという条件が付加 されて

いることを除けば、図 8 の条件 1 八~ 1 0 と同 じであ り、左表示器 5 !_ にお

ける表示 に関する決定 （表示の要否及び強調 レベル） も、条件 1 六〜 1 0 の

場合 と同 じである。

[0075] 上記の例では、強調判定部 4 4 匕は、 自車両が交差点の付近 にいる場合 に

は、その他 の条件 に基づ く決定を実施の形態 1 の強調判定部 4 4 と同様 に行

い、 自車両が交差点の付近 にいないときは、左表示器 5 !_ における表示 を不

要 と決定する。

即ち、 自車両が交差点の付近 にいるときは、注意喚起 レベル を高 くして、

左表示器 5 _ における表示 に関する決定を実施の形態 1 と同様 に行 う一方、

自車両が交差点の付近 にいないときは、注意喚起 レベル を低 くして、表示器

における表示は不要 と決定 している。

[0076] 以上、左表示器 5 !_ における表示 に関する決定について説明 したが、右表

示器 5 における表示 に関する決定 も同様 に行い得 る。即ち、上記の説明中

の 「左」を 「右」 と読み替 えれば、右表示器 5 における表示 に関する決定

に当てはまるもの となる。

[0077] 上記の例では、交差点の付近か否かを判断 しているが、交差点であ っても
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見通 しの良い交差点では、注意喚起 レベル を高 くする必要がないと考 えるこ

ともで きる。そ こで、狭 くて見通 しの悪い道路か ら交差点に入 ろうと してい

るか否かを判断 し、判断結果 をも考慮 に入れて、表示 に関する決定を行な つ

ても良い。

[0078] 例 えば、図 1 4 に示すように、 自車両が側壁な どの建造物 1 1 4 に挟 まれ

た狭い道路 1 1 2 を一定時間以上走行 しているか否かを判定 し、判定結果 を

利用 しても良い。即ち、そのような判定の結果が 丫巳3 であ り、かつ 自車両

が交差点 1 1 6 の付近 にいることが検 出された場合 には、注意喚起 レベル を

上 げることと しても良い。

[0079] 代 わ りに、距離センサで 自車両の側方 にある側壁な どの建造物 1 1 4 まで

の距離 を測定 し、測定結果 を利用 しても良い。即ち、建造物 1 1 4 までの距

離が短 く、かつ 自車両が交差点 1 1 6 の付近 にいることが検 出された場合 に

は注意喚起 レベル を上 げることと しても良い。

[0080] 以上、 自車両が交差点の付近 にいる場合 に注意喚起 レベル を高 くする例 に

ついて説明 したが、代わ りに、 自車両が建物 内の駐車場か ら道路 に進入 しよ

うと しているか否かを判定 し、そのような状況であれば注意喚起 レベル を高

くすることと しても良い。

[0081 ] これ らの場合、注意喚起 レベル を高 くした場合 には、図 1 3 の条件 3 巳〜

3 巳による表示 に関する決定を行な うことになる。

[0082] 上記 した実施の形態 3 によれば、実施の形態 1 と同様の効果 に加 えて以下

の効果が得 られる。

即ち、画像認識部 4 2 匕で生成 された周辺状況情報 に基づいて表示 に関す

る決定及び表示の制御 を行な うので、表示の要否の判定及び強調 レベルの決

定な どを、 自車両の周辺の状況 に応 じて適切 に行 うことがで きる。

[0083] 実施 の形態 4 .

図 1 5 は、本発明の実施の形態 4 における情報提示装置 1 〇の構成例 を示

すブロック図である。

[0084] 図示の情報提示装置 1 〇は、図 1 の情報提示装置 1 と概 して同 じであるが



、位置情報取得装置 8 及び地図情報データべース 9 が付加されており、情報

提示制御装置 4 の代わ りに、情報提示制御装置 4 c が設けられている。

[0085] 位置情報取得装置 8 は、 自車両の位置を示す位置情報 D p を生成 して出力

する。代表的な例 としてG P S ( G l o b a l P o s i t i o n i n g

S y s t e m ) 受信機が挙げられるが、 どのような位置情報取得装置を用い

ても良い。

[0086] 地図情報データべース 9 は、地図情報を記憶 しているデータべースである

。地図情報には、交差点に関する情報が含まれる。

[0087] 図 1 6 は、情報提示制御装置 4 c の構成例を示すブロック図である。

図示の情報提示制御装置 4 c は、図 1 2 の情報提示制御装置 4 b と概 して

同 じであるが、周辺状況認識部 4 8 が付加されており、強調判定部 4 4 b の

代わ りに強調判定部 4 4 c を備える。

[0088] 周辺状況認識部 4 8 は、位置情報取得装置 8 か ら自車両の位置情報 D p を

取得 し、地図情報データべース 9 か ら、 自車両の周辺の地図情報 D m を取得

し、位置情報で示される位置の周辺の地図情報を参照することで、 自車両の

周辺の状況を認識 し、認識結果を示す周辺状況情報を生成 して出力する。周

辺状況情報は、例えば、 自車両が交差点の付近にいるか否かを示すものであ

る。

[0089] 図 1 6 の強調判定部 4 4 c は、図 1 2 の強調判定部 4 4 b と同様に、障害

物情報、視線情報及び周辺状況情報に基づいて、表示に関する決定を行 う。

但 し、図 1 2 では、周辺状況情報が画像認識部 4 2 b か ら供給されるのに対

し、図 1 6 では、周辺状況認識部 4 8 か ら供給される。

[0090] 障害物情報、視線情報及び周辺状況情報に基づ く、表示に関する決定の方

法は、実施の形態 3 に関 し、図 1 3 を参照 して説明 したのと同 じである。

[0091 ] 以上、左表示器 5 L における表示に関する決定について説明 したが、右表

示器 5 R における表示に関する決定も同様に行い得る。即ち、上記の説明中

の 「左」を 「右」と読み替えれば、右表示器 5 R における表示に関する決定

に当てはまるものとなる。
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[0092] なお、地図情報 に道路の広さを示す情報が含 まれる場合 には、そのような

情報 を併せて利用 しても良い。例 えば狭い道路か ら交差点に進入する場合 に

限 り、注意喚起 レベル を高 くして、表示器 における表示 に関する決定を実施

の形態 1 と同様 に行 う一方、それ以外の とき、即ち、 自車両が交差点の付近

にいないとき、或いは交差点の付近 にいるが走行中の道路が広いときは、注

意喚起 レベル を低 くして、表示器 における表示は不要 と判断 しても良い。

[0093] また、周辺状況情報 と して、 自車両が交差点の付近 にいるか否かについて

の判定結果ではな く、 自車両が建物 内の駐車場か ら道路 に進入 しようと して

いるか否かを判定 し、そのような状況であれば注意喚起 レベル を高 くするこ

とと しても良い。

[0094] 上記 した実施の形態 4 によれば、実施の形態 3 と同様の効果が得 られる。

また、位置情報 と地図情報か ら周辺状況情報 を生成 しているので、撮像画

像 に基づ く認識が困難である場合 にも、周辺の状況 を正 しく認識することが

可能である。

[0095] 実施 の形態 3 では、 自車両が交差点の付近 にいるか否の判断に画像認識部

4 2 匕による認識結果 を用いてお り、実施の形態 4 では、 自車両が交差点の

付近 にいるか否の判断に、地図情報データべース 9 か らの地図情報 を用いて

いるが、 これ らの代わ りに、或いはこれ らとともに、 自車両の速度及び運転

者 によるウィンカーの操作の少な くとも一方 に基づいて 自車両が交差点にい

るかの判断を行な っても良い。

[0096] 実施 の形態 5 .

本発明の実施の形態 5 の情報提示装置の全体的構成 は、実施の形態 1 に関

し、図 1 を参照 して説明 したの と同様である。図 1 7 は、実施の形態 5 の情

報提示装置で用い られる情報提示制御装置 4 づの構成例 を示すブロック図で

ある。

[0097] 図示の情報提示制御装置 4 づは、図 5 の情報提示制御装置 4 と概 して同 じ

であるが、危険度判定部 4 9 が付加 されてお り、図 5 の強調判定部 4 4 の代

わ りに、強調判定部 4 4 づが設 け られている。
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[0098] 危険度判定部 4 9 は、画像認識部 4 2 か らの障害物情報 に基 づいて、障害

物 の危険度 を判定 し、判定結果 を示す危険度情報 を生成 して出力する。

[0099] 例 えば、画像 内における障害物 の位置 に基 づいて危険度 を判定することと

して も良い。

例 えば左補正画像 ド 1_ について、 図 1 8 （a ）に示すように、画像 の うち

の左端 に近 い部分 ド _ 3 を危険度 の比較 的高い領域 と指定 し、残 りの部分 ド

_ 13 を危険度 の比較 的低 い領域 と指定する。 そ して、領域 ド !_ 3 内にある障

害物 は危険度 が高い と判定する。 このように判定するのは、領域 ド !_ 3 内に

ある障害物 は 自車両 によ り近 い位置 にあるためである。

[01 00] 同様 に、右補正画像 ド について、 図 1 8 （1〇） に示すように、画像 の う

ちの右端 に近 い部分 ド 3 を危険度 の比較 的高い領域 と指定 し、残 りの部分

ド 13 を危険度 の比較 的低 い領域 と指定する。 そ して、 内にある

障害物 は危険度 が高い と判定する。 このように判定するのは、領域 内

にある障害物 は 自車両 によ り近 い位置 にあるためである。

[01 0 1 ] な お、障害物 の種類 によって移動速度 が異 なるため、領域 ド 1_ 3 、 の

位置、広 さを切 り替 えて も良い。例 えば、障害物 の種類 を判定 し、判定結果

に応 じて、上記の切 り替 えを行な って も良い。

[01 02] 強調判定部 4 4 づは、実施 の形態 1 の強調判定部 4 4 の説明で示 した障害

物情報及び視線情報 に加 えて、上記 した危険度情報 をも用いて表示 に関する

決定 を行 う。

画像 内に複数 の障害物 がある場合、最 も危険度 の高い障害物 の危険度 に基

づいて表示 に関する決定 を行 うことと して も良い。

[01 03] 図 1 9 に、実施 の形態 5 における、左表示器 5 !_ における表示 に関する決

定の方法 （決定規則）の一例 を示す。

[01 04] 条件 5 六では、左側 に障害物 がな く、運転者 の視線が左側 に向け られてい

ない。条件 5 六が満たされた場合 には、表示 は不要 と判断する。

[01 05] 条件 5 巳では、左側 に障害物 がな く、運転者 の視線が左側 に向け られてい

る。条件 5 巳が満たされた場合 には、表示が必要 と判断する。 ただ し、障害
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物 がないため、強調処理 は不要 と判断する。強調処理 が不要であることを 「

強調 レベル 0 」で示す。

[01 06] 条件 5 〇では、左側 に障害物 があ り、 その危険度 は低 い。条件 5 〇が満た

された場合 には、視線の方向に関わ らず、表示が必要 と判断 し、強調 レベル

を 1 とする。

[01 07] 条件 5 0 では、左側 に障害物 があ り、 その危険度 が高 く、運転者 の視線 は

左側 に向け られていない。条件 5 0 が満 たされた場合 には、表示が必要 と判

断 し、強調 レベル を 3 とする。

[01 08] 条件 5 日では、左側 に障害物 があ り、 その危険度 が高 く、運転者 の視線 は

左側 に向け られている。条件 5 日が満たされた場合 には、表示が必要 と判断

し、強調 レベル を 2 とする。

[01 09] 条件 5 (3 の場合 と、条件 5 0 の場合 と、条件 5 巳の場合 との比較 か ら分か

るように、 同 じく表示が必要 と判断する場合 で も危険度 に応 じて強調 レベル

を変 えている。即 ち、危険度 が高いほ ど、強調 レベル を高 くしている。 この

ようにすることで、障害物 の危険度 が高いほ ど、運転者 によ り早 く認識 させ

ることが可能 となる。

[01 10] 条件 5 0 の場合 と、条件 5 巳の場合 との比較 か ら分かるように、 同 じく危

険度 の高い障害物 が左側 にあ って も、運転者 の視線の方向に応 じて強調 レべ

ル を変 えている。例 えば、運転者 の視線の方向が左 向 きでなければ、強調 レ

ベル をよ り高 くしている。

このようにするのは、視線の方向が左 向 きでなければ、運転者 が左側 の障

害物 に気付 いていない可能性 が大 き く、強調 レベル をよ り高 くすることで、

運転者 が左側 の障害物 に気付 くのを早 くすることが望 ま しいか らである。

[01 11] な お、 ここで示 した強調 レベル 〇〜 3 は、実施 の形態 1 、 3 で示 した強調

レベル 〇〜 2 に対 して、 レベルの数 を増や した ものである。

[01 12] 以上、左表示器 5 !_ における表示 に関する決定 について説明 したが、右表

示器 5 における表示 に関する決定 も同様 に行 い得 る。即 ち、上記の説明中

の 「左」 を 「右」 と読み替 えれば、右表示器 5 における表示 に関する決定
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に当てはまるもの となる。

[01 13] 上記 の例 では、画像 内の障害物 の位置 に基 づいて危険度 を判定 している。

このため比較 的簡単な処理 で危険度 を判定することが可能である。

[01 14] 上記 の例 では、危険度 が比較 的高いか どうかを判定 している。危険度 をそ

の高 さに応 じて 3 以上の段階 に区分 け してそのいずれであるかに応 じて表示

に関する決定 を行な って も良い。

[01 15] 危 険度 の判定 を上記の方法以外の方法で行 って も良い。例 えば、 自車両 と

障害物 との相対速度 に基 づいて危険度 の判定 を行な って も良い。

[01 16] 例 えば、他 のセ ンサの結果 を利用 して危険度 の判定 を行な って もよい。

また、実施 の形態 3 及び実施 の形態 4 と同様 に、 自車両が交差点の付近 に

いるか否かの判定 を行ない、判定結果 に基 づいて危険度 の判定 を行な って も

良い。例 えば、交差点の付近 にいる場合 には、危険度 がよ り高い と判断 して

も良い。

[01 17] 上記 した実施 の形態 5 によれば、実施 の形態 1 と同様 の効果 に加 えて以下

の効果が得 られる。

即 ち、危険度情報 に基 づいて表示 に関する決定 を行 うので、危険度 に応 じ

て適切 に表示の制御 を行 うことがで きる。

例 えば、認識 した障害物 の危険度 が高い ときは、表示 を行 うとともに、危険

度 に応 じた強調 レベルで強調 を行 うことがで きる。一方、危険度 が低 い場合

には、表示 を行わず又 は表示輝度 を大幅 に下 げることと し、或 いは、低 い強

調 レベルで表示 を行 うことがで きる。即 ち、必要 に応 じて表示及び強調 を行

うとともに、不要な ときには過度 の注意喚起 を しないようにすることがで き

る。

[01 18] 実施 の形態 1 〜 5 においては、車外撮像部 のカメラと して車両 1 0 2 の前

端部 であ って、幅方向の中央部 に広角カメラ 2 3 が設置 されている。

この点は必須ではな く、要するに、 図 6 に示 したように、運転者 に見えな

い又 は見えに くい方向を撮像 で きれば良い。即 ち、車外撮像部 に含 まれる力

メラの配置、個数 に制約 はない。
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[01 19] 例 えば、 図 2 0 に示 すように車両 1 0 2 の前端部 の左側 の部分 1 0 4 !_ 及

び右側 の部分 1 0 4 に 1 台 ずつ広角ではないカメラ 2 匕、 2 〇を設置する

ことと して も良い。 図 2 0 に示 す例 では、 カメラ 2 13 は、左前方 を中心 とす

る視野角 0 匕の範囲を撮像 し、 カメラ 2 〇は、右前方 を中心 とする視野角 0

〇の範囲を撮像 する。視野角 0 匕、 0 〇は例 えば 9 0 度 である。

[01 20] 広角ではないカメラを用いる場合 には、画像補正部 4 1 において歪補正 を

行 う必要がない。 また 2 台 のカメラか らそれそれの撮像画像 が得 られる場合

には、画像補正部 4 1 では、左画像、右画像 の抽 出を行 う必要がない。

[01 2 1 ] また、 図 2 1 に示 すように、車両 1 0 2 の前端部 の左側 の部分 1 0 4 !_ に

設置 された第 1 のカメラ 2 ¢ 1 で右前方 を中心 とする視野角 0 ¢ 1 の範囲を撮像

し、車両 1 0 2 の前端部 の右側 の部分 1 0 4 に設置 された第 2 のカメラ 2

㊀ で左前方 を中心 とする視野角 0 ㊀ の範囲を撮像 することで、車両 1 0 2 の

—部 が各 カメラの撮像範囲に入 るように して も良い。

[01 22] 即 ち、車外撮像部 2 は、車両 1 0 2 の前端部 の左側 の部分 1 0 4 !_ に設置

された第 1 のカメラ 2 づと、車両 1 0 2 の前端部 の右側 の部分 1 0 4 [¾ に設

置 された第 2 のカメラ 2 6 とを含み、第 1 のカメラ 2 の視野角 0 が、車

両 1 0 2 の前方か ら右横方向 までの範囲を含み、第 2 のカメラ 2 6 の視野角

0 6 が、車両 1 0 2 の前方か ら左横方向 までの範囲を含み、第 1 のカメラ 2

づの撮像範囲に、車両 1 0 2 の一部、例 えば、前端部 の右側部分の少な くと

も一部 が含 まれ、第 2 のカメラ 2 6 の撮像範囲に、車両 1 0 2 の一部、例 え

ば、前端部 の左側部分の少な くとも一部 が含 まれるものであ って も良い。

[01 23] この よ うにカメラ 2 〇1 、 2 6 の各 々の撮像範囲に車両 1 0 2 の一部 が入 る

ようにすれば、運転者 にとって撮像範囲の範囲が把握 しや くな り、撮像画像

中の位置 と実空間の位置 との対応付 けが容易 になるとい う利点がある。

[01 24] さ らにまた、 図 2 2 に示 すように、車両 1 0 2 の左側 の部分 1 0 5 !_ と右

側 の部分 1 〇 5 に広角カメラ 2 干、 2 9 を配置 し、各 カメラで車両 1 0 2

の前方だけでな く車両 1 〇 2 の後方 をも撮像 で きるように して も良い。 図示

の例 では、 カメラ 2 チ、 2 9 が車両の前端部 の左側 の部分の前端部 と右側 の



部分の前端部 に配置 されているが、左側、右側であればどこでもよ く、例 え

ば後方であ っても良い。後方 に配置することとすれば、後進の際に有効であ

る。

[01 25] 即 ち、車外撮像部 2 が、車両 1 0 2 の左側の部分 1 0 4 L に設置 された第

1 の広角カメラ 2 f と、車両 1 0 2 の右側の部分 1 0 4 R に設置 された第 2

の広角カメラ 2 g とを含み、第 1 の広角カメラ 2 f は、左側方 を中心 とする

視野角 0 f の範囲を撮像 し、第 2 の広角カメラ 2 g は、右側方 を中心 とする

視野角 0 g の範囲を撮像 し、視野角 0 f 及び視野角 0 g は、 ともに 1 8 0 度

以上であ って、第 1 の広角カメラ 2 f の撮像範囲に、車両 1 0 2 の左側方、

前方及び後方が含 まれ、第 2 の広角カメラ 2 g の撮像範囲に、車両 1 0 2 の

右側方、前方及び後方が含 まれるものであ っても良い。

[01 26] このような構成であれば、車両 1 0 2 の左右の広い範囲につ き撮像画像が

得 られるので、広い範囲の障害物 に対する注意喚起が可能 となる。

[01 27] 実施 の形態 1 について説明 した変形 は、実施の形態 2 〜 5 に対 して加 える

ことがで きる。

また、実施の形態 2 を実施の形態 1 に対する変形 と して説明 したが、実施の

形態 3 〜 5 に対 しても同様の変形 を加 えることがで きる。

[01 28] 上記の情報提示制御装置 4 、 4 a 、 4 b 、 4 c 及び 4 d の各 々は、 1 又 は

2 以上の処理回路 によ り構成 される。

各処理回路 は、専用のハー ドウェアで構成 されていても良 く、 プロセ ッサ

とプログラムメモ リとで構成 されていても良い。

[01 29] 専用のハー ドウェアで構成 されている場合、各処理回路 は、例 えば、 A S

I C ( A p p l i c a t i o n S p e c i f i c I n t e g r a t e d

C i r c u i t ) 、 F P G A ( F i e I d — P r o g r a m m a b I e

G a t e A r r a y ) 、又 はこれ らを組み合わせであ っても良い。

[01 30] プロセ ッサ とプログラムメモ リとで構成 される場合、各処理回路 は、 ソフ

トウェア、 ファームウェア、又はソフ トウェアとファームウェアとの組み合

わせ によ り実現 されていても良い。 ソフ トウェア又はファームウェアはプロ



グラム と して記述 され、 プログラムメモ リに格納 される。 プロセ ッサは、 プ

ログラムメモ リに記憶 されたプログラムを読み出 して実行することによ り、

各処理回路の機能 を実現する。

[01 3 1 ] ここで、 プロセ ッサ とは、例 えば、 C P U ( C e n t r a l P r o c e

s s i n g U n i t ) 、演算装置、マイクロプロセ ッサ、マイクロコンビ

ュータ、又は D S P ( D i g i t a l S i g n a l P r o c e s s o r

) と呼ばれるものであ っても良い。

プログラムメモ リは、例 えば、 R A M ( R a n d o m A c c e s s M

e m o r y ) 、 R O M ( R e a d O n l y M e m o r y ) 、 フラッシュ

メモ リ、 E P R O M ( E r a s a b l e P r o g r a m m a b l e R 〇

M ) 、 E E P R O M ( E l e c t r i c a l l y E P R O M ) 等の不揮発

性又は揮発性の半導体 メモ リであ ってもよい し、ハー ドデ ィスク等の磁気デ

イスクであ ってもよい し、 C D ( C o m p a c t D i s c ) 、 D V D ( D

i g i t a l V e r s a t i l e D i s c ) 等 の光デ ィスクであ っても

よい。

[01 32] 情報提示制御装置 4 、 4 a 、 4 b 、 4 c 及び 4 d の諸機能は、その一部 を

専用のハー ドウェアで実現 し、他 の一部 をソフ トウェア又はファームウェア

で実現するように してもよい。 このように、情報提示制御装置 4 、 4 a 、 4

b 、 4 c 又 は 4 d は、ハー ドウェア、 ソフ トウェア、 ファームウェア、又は

これ らの組み合わせ によって、上記の各機能 を実現することがで きる。

[01 33] 図 2 3 は、情報提示制御装置 4 、 4 a 、 4 b 、 4 c 又 は 4 d の諸機能 を実

現する 1 つのプロセ ッサを含むコンビュータを示す。

図示のコンピュータは、 プロセ ッサ 9 4 1 、 メモ リ9 4 2 、不揮発性記憶

装置 9 4 3 、車外撮像部 インタフェース 9 4 4 、車内撮像部 インタフェース

9 4 5 、左表示器 インタフェース 9 4 6 、及び右表示器 インタフェース 9 4

7 を備 えている。

不揮発性記憶装置 9 4 3 は、 プロセ ッサ 9 4 1 が実行するプログラムを記

憶 している。
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プロセ ッサ 9 4 1 は、不揮発性記憶装置 9 4 3 に記憶 されているプログラ

ムを読み出 して、 メモ リ9 4 2 に保存 し、実行する。

[01 34] 車 外撮像部 インタフヱース 9 4 4 は、情報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 匕、

4 〇又 は 4 と車外撮像部 2 との間のインタフヱースであ り、車外撮像部 2

か ら情報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 13 、 4 〇又 は 4 づへ 出力 される画像情報

を中継 する。

[01 35] 車 内撮像部 インタフヱース 9 4 5 は、情報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 匕、

4 〇又 は 4 と車 内撮像部 3 との間のインタフェースであ り、車 内撮像部 3

か ら情報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 13 、 4 〇又 は 4 づへ 出力 される画像情報

を中継 する。

[01 36] 左表示器 インタフェース 9 4 6 及び右表示器 インタフェース 9 4 7 は、情

報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 ヒ、 4 〇又 は 4 づと左表示器 5 !_ 及び右表示器

5 との間のインタフェースであ り、 それぞれ情報提示制御装置 4 、 4 3 、

4 匕、 4 〇又 は 4 づか ら左表示器 5 _ 及び右表示器 5 に出力 される画像 を

中継 する。

[01 37] 図 2 3 の車外撮像部 2 、車 内撮像部 3 、左表示器

、 図 1 に示 した もの と同 じであ って も良い。

[01 38] 不揮発性記憶装置 9 4 3 は、情報提示制御装置 4 、 4 む 4 匕

4 づにおける処理 で用い られる情報 をも記憶 する。例 えば不揮発性記憶装置

9 4 3 には、画像補正部 4 1 における画像補正、及び画像認識部 4 2 又 は 4

2 匕における画像認識、及び強調判定部 4 4 、 4 4 3 、 4 4 匕又 は 4 4 づに

おける強調判定等 に使用 されるパ ラメータ情報 を記憶 する。

不揮発性記憶装置 9 4 3 は、情報提示制御装置 4 、 4 3 、 4 ヒ、

4 づとは独立 して設 け られた記憶装置であ って もよい。例 えば、不揮発性記

憶装置 9 4 3 と して、 クラウ ド上 に存在する記憶装置 を利用 して もよい。

[01 39] 不揮発性記憶装置 9 4 3 は、実施 の形態 4 の地 図情報データべース 9 を兼

ねていて も良 く、地 図情報データベース と して別個 の記憶装置又 は記憶媒体

が設 け られていて も良い。
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[0140] 以上、本発 明に係 る情報提示制御装置置 について説明 したが、情報提示制

御装置で実施 される情情報提示制御方法 も本発 明の一部 を成 す。 また、 これ

らの装置又 は方法 における処理 をコン ビュータに実行 させ るための プログラ

ム、及びそのような プログラムを記録 した コン ピュータで読取可能な記録媒

体 も本発 明の一部 を成 す。

符号の説明

[0141 ] 2 車 外撮像部、 2 3 〜 2 9 カメラ、 3 車 内撮像部、 4 , 4 3

, 4 匕， 4 〇 , 4 6 情報提示制御装置、 5 !_ 左表示器、 右表

示器、 6 音声出力装置、 7 表示灯、 8 位置情報取得装置、 9

地 図情報データベース、 4 1 画像補正部、 4 2 , 4 2 ヒ 画像認識

部、 4 3 視線情報取得部、 4 4 , 4 4 3 , 4 4 13 , 4 4 6 強調判定

部、 4 5 表示制御部、 4 6 音声 出力制御部、 4 7 表示灯制御部

、 4 8 周辺状況認識部、 4 9 危険度判定部、 9 4 1 プロセ ッサ

、 9 4 2 メモ リ、 9 4 3 不揮発性記憶装置、 9 4 4 車外撮像部

インタ フ エ ー ス、 9 4 5 車 内撮像部 インタ フ エ ー ス、 9 4 6 左表示

器 インタ フ エ ー ス、 9 4 7 右表示器 インタ フ エ ー ス。
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請求の範囲

[ 請求項1] 車両の周辺を撮像 し、車外画像を生成する車外撮像部と、

前記車両の内部を撮像 し、車内画像を生成する車内撮像部と、

複数の表示手段を有する表示装置と、

前記車外画像から 1又は 2 以上の障害物を認識 し、当該障害物の認

識の結果を示す障害物情報を生成 し、前記車内画像から運転者の視線

の方向を表す視線情報を生成 し、前記障害物情報と前記視線情報とに

基づいて、前記複数の表示手段の各々における表示に関する決定を行

い、該決定に基づいて前記複数に表示手段の各々における表示を制御

する情報提示制御装置とを備え、

前記表示に関する決定は、前記複数の表示手段の各々における、前

記車外画像の表示が必要か否かの決定、及び前記車外画像中の各障害

物に対する強調処理に関する決定を含み、

前記強調処理に関する決定は、強調が必要か否かの決定及び強調の

レベルの決定を含み、

前記情報提示制御装置は、認識された 1又は 2 以上の障害物の各々

を含む画像を、前記複数の表示手段のうち、運転者にとって当該障害

物の方向又はそれに近い方向にある表示手段に表示させる

ことを特徴 とする情報提示装置。

[請求項2] 前記情報提示制御装置は、前記表示に関する決定において、表示が

不要と決定 したときは、当該障害物を含む画像の、当該表示手段での

表示をさせず、又は表示の輝度を低 くする

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の情報提示装置。

[請求項3] 前記情報提示制御装置は、前記車両の周辺の状況を認識 して、周辺

状況情報を生成 し、

前記障害物情報及び前記視線情報のみならず、前記周辺状況情報に

も基づいて、前記表示に関する決定を行なう

ことを特徴 とする請求項 1又は 2 に記載の情報提示装置。
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[ 請求項4] 前記情報提示制御装置は、前記車外画像から前記周辺の状況を認識

する

ことを特徴 とする請求項 3 に記載の情報提示装置。

[請求項5] 前記車両の位置を示す位置情報を取得する位置情報取得装置と、

地図情報を格納 した地図情報データべースとをさらに有 し、

前記情報提示制御装置は、前記位置情報で表される位置の周辺の地

図情報を参照することで前記周辺の状況を認識する

ことを特徴 とする請求項 3 に記載の情報提示装置。

[請求項6] 前記情報提示制御装置は、前記車外画像中の障害物の各々について

危険度を検出 して危険度情報を生成 し、

前記障害物情報及び前記視線情報のみならず、前記危険度情報にも

基づいて、前記表示に関する決定を行う

ことを特徴 とする請求項 1 から5 のいずれか 1項に記載の情報提示

装置。

[請求項7] 前記車外撮像部は、前記車両の前端部に設置された広角カメラを含

む

ことを特徴 とする請求項 1 から6 のいずれか 1項に記載の情報提示

装置。

[請求項8] 前記車外撮像部は、

前記車両の前端部の左側の部分に設置された第 1 のカメラと、

前記車両の前端部の右側の部分に設置された第 2 のカメラとを含み

前記第 1 のカメラが、車両の前方から右横方向までの範囲を撮像 し

前記第 2 のカメラが、車両の前方から左横方向までの範囲を撮像 し

前記第 1 のカメラの撮像範囲に、前記車両の前端部の右側部分の少

なくとも一部が含まれ、
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前記第 2 のカメラの撮像範囲に、前記車両の前端部 の左側部分の少

な くとも _ 部 が含 まれる

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 6 のいずれか 1 項 に記載 の情報提示

装置。

[ 請求項 9] 前 記車外撮像部 は、

前記車両の左側 の部分 に設置 された第 1 の広角カメラと、

前記車両の右側 の部分 に設置 された第 2 の広角カメラとを含み、

前記第 1 の広角カメラの撮像範囲に、前記車両の左側方、前方及び

後方が含 まれ、

前記第 2 の広角カメラの撮像範囲に、前記車両の右側方、前方及び

後方が含 まれる

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 6 のいずれか 1 項 に記載 の情報提示

装置。

[ 請求項 10] 前 記表示装置 は、運転者 か ら見て左前方 に配置 された第 1 の表示器

と、運転者 か ら見て右前方 に配置 された第 2 の表示器 とを含む

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 9 のいずれか 1 項 に記載 の情報提示

装置。

[ 請求項 11] 前 記表示装置 は、運転者 か ら見て左前方 に配置 された第 1 の表示領

域 と、運転者 か ら見て右前方 に配置 された第 2 の表示領域 とを含む表

示面 を有 する

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 9 のいずれか 1 項 に記載 の情報提示

装置。

[ 請求項 12] さ らに音声出力装置 を有 し、

前記情報提示制御装置 は、認識 された障害物 に対する注意喚起 のた

めの音声 を、前記音声出力装置 に出力 させ る

ことを特徴 とする請求項 1 か ら 1 1 のいずれか 1 項 に記載 の情報提

示装置。

[ 請求項 13] 複数 の表示手段 を有 する表示装置 と、
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車両の周辺を撮像することで生成 した車外画像から 1又は 2 以上の

障害物を認識 し、当該障害物の認識の結果を示す障害物情報を生成 し

前記車両の内部を撮像することで生成 した車内画像から、運転者の

視線の方向を表す視線情報を生成 し、

前記障害物情報と前記視線情報とに基づいて、複数の表示手段の各

々における表示に関する決定を行い、該決定に基づいて前記複数に表

示手段の各々における表示を制御する情報提示制御方法であって、

前記表示に関する決定は、前記複数の表示手段の各々における、前

記車外画像の表示が必要か否かの決定、及び前記車外画像中の各障害

物に対する強調処理に関する決定を含み、

前記強調処理に関する決定は、強調が必要か否かの決定及び強調の

レベルの決定を含み、

認識された 1又は 2 以上の障害物の各々を含む画像を、前記複数の

表示手段のうち、運転者にとって当該障害物の方向又はそれに近い方

向にある表示手段に表示させる

ことを特徴 とする情報提示制御方法。

[請求項14] 請求項 1 3 に記載の情報提示制御方法における処理をコンピュータ

に実行させるためのプログラム。

[請求項15] 請求項 1 4 に記載のプログラムを記録 したコンピュータで読取可能

な記録媒体。
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